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論文内容の要旨
明
【目的】唄覚障害患者の治療にあたってその予後を予測することは，治療方針の決定.患者への説明に
際して貫要である。そこで嘆覚障害患者の様々な背景困子と予後との関連性，また改善がみられるまでの
期間につき検討した。
【対象および方法】対象は1982年1月から1996年12月までに.大阪市立大学医学部付属病院耳鼻明喉科
嘆党外来で診煉を行った患者 889名である。病態別に検討する際には(1)鼻炎群: 435名， (2)感胃群: 190 
名， (3)頭部外傷群:97名の3群を取り上げた。検討因子は，暁'道障害の原因，患者の性別，年齢，催病期
間，T&Tオルファクトメーターによる基準嘆力検査結果.アリナミン注射による静脈性嘆覚検査結果，
治療前後の異常唆感の有無，鼻炎群ではl嘆裂部の断層X線所見改善が始まるまでの期間.である。
【結果】嘆覚障害の原因では，頭部外傷，先天性で予後が悪かった。他に予後に影響を及ぼす閃子は，
鼻炎群では性別・羅病期間・重症度 (T&1'検査・アリナミンテスト)，感冒群では特定の要因は指摘し
得ず，頭部外傷群では性別・擢病期間・重症度 (T&T検査)であった。年齢は予後に影響をうえず，治
療前後の異常嘆感は頭部外傷群で関連性が疑われるに留まった。改善が始まるまでの期聞は. 3ヶ月以内
が 87.77%. 6ヶ月以内が 97.25%であった。
【考察】感冒群，頭部外傷群はどちらも主に第一次ニューロンの障害であるが.結果が微妙に異なるこ
とは，この2群の病態.回復のメカニズムが異なることを示唆していると思われる。また治療にあたり，
改善がみられなくても巌低限3ヶ月から 6ヶ月は治療を続ける必要ーがあると考えられた。
論文審査の結果の要旨
日臭覚障害患者の治療にあたってその予後を予測することは.治鎖方針の決定.患者への説明に際して電
要である。そこでE臭覚障害患者の嫌々な背景因子と予後との関連性および改きがみられるまでの期間につ
き検討したω
対象は1982年1月から1996年12月までに，大阪市立大学医学部付属病院耳鼻明喉科目臭覚外来で診療を行
った患者 889名である。検討した囚チは唄覚障害の原凶.患者の性別，年飴.需病期間，T&Tオルファ
クトメーターによる基準眼力検査結果，アリナミン注射による静脈性H臭覚検査結果，治療前後の異常映感
の有無，喚裂部の断層X線所見，改きが始まるまでの期間，である"これらを病態別に鼻炎群(呼吸性障
吉)，感胃群(峻L皮件ー 障害)，頭部外傷群 (1填神経性障害)の3群に分けて検討した。
嘆覚障奮の原因では.頭部外傷，先天性で・予後が恋かったυ 有意に予後に影響を及ぼす国子は，鼻炎群
では性別1・樟ー病期間・重症度 (T&T検査・アリナミンテスト)であり，感冒群では特定の要因は指摘し
得ず.頭部外傷群では性別・催病期間・重症度 (T&T検査)であった。年齢は予後に影響を与えず，治
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療前後の異常嘆感は頭部外傷群で関連性が疑われるに留まった。改善が始まるまでの期間は. 3ヶ月以内
が 87.77%. 6ヶ月以内が 97.25%であった。従って治療にあたっては最低限3ヶ月から6ヶ月の経過観
察が必要があると考えられた。
本論文は日臭覚障害の予後にかかわる種々の因子の影響を明らかにしたものであり，嘆覚障害患者の治械
に貢献するところ大である。よって著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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